
延べ床面積：205 ㎡

和木あいあい
吹き抜けになっており、
開放的な空間。
ステップフロアで
緩やかに空間を分離。

茅葺屋根

シンボルツリー

子ども部屋

暮
ら
し
を
綴
る『

日
記
邸
』

キッチンや和木あいあい
からシンボルツリーが
垣間見える。

壁を設けず、ゆったり
とした空間にした。
土間空間から子供部屋まで
吹き抜けで繋がっている。

和室

ヒノキ 120×200mm

1 階平面図　1/100

2 階平面図　1/100

和室

（予備室）
祖母の部屋縁結びの間

和木あいあい

ウッドデッキ

洗面所

パントリー

土間キッチン

家庭菜園

まきわりスペース

薪ストーブ

東立面図　1/100 北立面図　1/100A-A’ 断面図　1/100

02. 家族と暮らしの成長日記

祖母

長女

夫

長男

妻

63園芸
     料理好き

7小学生

32道の駅勤務

33システムエンジニア

5幼稚園児

料理を振る舞う
→地域のたまり場

18巣立ち

20巣立ち

 I ターン　長男  31

長男妻 31

子 1

37

週末カフェ 経営

自然豊かな地で成長

62退職

68

週末カフェ 手伝い

15 年後 30 年後

58退職
経営

35 民泊経営

63 民泊 手伝い

62 民泊 手伝い

祖母の部屋が空き部屋に
→民泊として貸出

自然豊かな地で成長

車勤務

たまに帰省して手伝う

03. 古き良きものを受け継ぐ　持続可能でエコな建築材「茅葺」
日本の住居の原点である茅葺

茅葺屋根の起源は縄文時代
竪穴式住居から用いられる

茅葺（ススキ・ヨシのイネ科）

住宅

宿

寺

神社

あらゆる建物に用いられる

昭和初期までさまざまな
地域で茅葺屋根が見られた

京都×茅葺の関わり

かやぶきの里/南丹市美山町

江戸時代に建てられた
家屋が今も 39棟残る

現在、茅葺の建物は激減

職人不足

維持管理に高額費用

耐火性が悪い

これらの原因で茅葺屋根を
用いている建物はほぼない

サスティナブルな取り組みとして
再評価

循環

身近な草

屋根に
葺く

葺き替え

ヨシはCO²
削減効果あり

刈る

イネ科

15年に1度

土に返す

通気性や断熱性あり建物が
長持ちで、意匠的にも◎

「世代を超えて住み続けられる
　　　　　　　　　　茅葺き屋根の住居」

～和木あいあい～

一階の南側に夫婦家族のリビングを設けた。

スキップフロアで共有空間とゆるく分けたことで人のあたたかさ

を感じつつも、吹き抜けにより開放感のある広々とした空間と

なった。

外部収納

○年後

前の世代の特色を受け継ぎ、

次の世代へと。

～縁結びの間～

１階の北側に土間を設けた。

平日は家族の団らんの場 ,

週末になると左右の和室をつなげ、

祖母と夫の妻が営むカフェ空間となる。

このように時の流れにより集まる人々が

変化し、多くの縁が生まれ結ばれていく

場所となる。

０１. 暮らしを綴る日記邸

家は家族の成長に合わせ、家族の歩みを記録するように変化していく。

15年後、30年後と移り行く家族のかたちを 1冊の家という形の日記に綴るように、時の流れをいつまでも感じることのできるような

『暮らしを綴る日記邸』を提案する。日記邸では木材の他に土間や茅葺き屋根といった京都との繋がりも深い昔ながらの住宅様式を取り入れている。

茅葺き屋根はサスティナブルな取り組みとして現在再注目されつつある手法であり、それにともない住まいにおいても世代を超えた住宅のあり方としての

伝承が可能となるのではないだろうか。家族と共に成長、ないしは記録として綴っていく日記邸は長く家族に住まわれる住宅となっている。

～子供部屋～

二階北東側に、子供部屋を設けた。

土間キッチンで料理をする母から

見える子供の勉強している姿。

子供が小さい頃は壁のない状態だが、

大きくなるにつれて間取りを

変化させられるように可変式の壁を

設置することとする。

土間

土間による繋がり

パブリックスペースである
土間には暖炉がある。

建物の中心に配置することで
空間をゆるく繋ぐ。

祖母 和室

リビング

団らん

＜土間＞ 家族の団らんの場

祖母

リビング

カフェ

＜和室＋土間＞ 週末カフェ

民泊

リビング

カフェ

＜祖母の部屋＞ 平日民泊として貸出
部屋の移り変わり

家族の団らんから
地域の人も含めた団らんへ。
豊かな自然を活かした
週末カフェ、民泊経営

04. 家の成長日記

スキップフロアになっている。

書斎

寝室

子供部屋

収納

洗面所

ウッドデッキ


